
① 発生年別
発生年 H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年 計

休業4日以上の死傷者数 12 13 13 9 5 10 62

うち死亡者数 2 0 0 0 1 0 3

② 発生月別
発生月 4～5月 6月 7月 8月 9～10月 計

休業4日以上の死傷者数 1 4 25 31 1 62

うち死亡者数 0 0 1 2 0 3

平成29年～令和4年の6年間における熱中症の労働災害発生状況
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③ 発生時間帯別
時間帯 8、9時台 10、11時台 12、13時台 14、15時台 16、17時台 18、19時台 その他 計

休業4日以上の死傷者数 6 13 8 15 18 1 1 62

うち死亡者数 0 1 0 2 0 0 0 3

④ 休業見込期間別
休業見込期間 1週間以内 2週間以内 3週間以内 1か月以内 2か月以内 2か月超 死亡 計

休業4日以上の死傷者数 33 11 6 5 3 1 3 62
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⑤ 年代別
年代 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 計

休業4日以上の死傷者数 1 4 8 19 17 13 62

うち死亡者数 0 0 0 1 1 1 3

⑥ 業種別
業種 製造業 運輸交通業 建設業 警備業 清掃・と畜業 商業・接客業 その他 計

休業4日以上の死傷者数 14 13 13 5 2 7 8 62

うち死亡者数 1 0 2 0 0 0 0 3
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３

製造業

８　月 １４時頃

４０歳代

　工場にて作業中、被災者が体調不良を訴えたため、休憩していたが吐き気がしてその後、

意識が朦朧としたため、救急車で搬送されたもの。

警備業

　工事現場で作業中、気分が悪くなり休憩していたが手足がつり、自力で動けなくなったの

で、同僚の車で病院に搬送されたもの。

４０歳代

２

県内で発生した熱中症の事例（４例）

建設業

９　月 １５時頃

１

１５時頃

　工事現場付近の道路上で交通誘導作業中、気分が悪くなり立っていられなくなり、病院に

搬送されたもの。

４０歳代

１１時頃

商業

７　月

　屋外で納品作業中に頭痛・目まい・吐き気がしたので一旦自宅に戻り嘔吐したので直ちに

病院に搬送されたもの。

３０歳代

８　月

４


